
　　文化史と文学史の狭間（四）

Grimmelshausenに関する煩項なる断章

新　井　皓　士

1．プロテウスの末窩一アナゲラムの解読

　『阿呆物語』のf乍者グリンメルスハウゼン（Hans　Jacob　christo狂el　von　Grimmels．

　　　　　　　　　　　のhausen、1621－1676）の名は，没後150年以上を経て漸く世に知られるようになった。

もっとも作品の主人公ジンプリチシムス（SimpliciusSimplicissimus．以下，作品は

『阿呆物語』，主人公はジンプリと略称する）こそ，初版（1668）以来少くとも半世紀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひととなウの間まず相当の人気を博したが，作者の本名や為人を知るのは当時といえども出版関

係や身近な一部の人凌の域を出でなかったであろう。古城市ゲルンハウゼンに生まれ，

幼にして三十年戦争の激流に巻き込まれて，或いはヴェストファーレンに，或いはブ

ライスガウに転々翻弄された彼は，不惑を越え，シュヴァルツヴァルトを脊にひかえ

　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　し
るガイスバハの旗亭Zum　Silbemell　Stcmを買いとり，ライン河を隔てて遙かにシ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆユトラースブルクを望む小邑レンヒェンの長となって，ともかく生活の安定を得る。

彼の遺した20点ほどの作品は全て，ライン流域に再び狼火煙るその晩年の約10年間

に役目の傍書き継がれたものであったが，自作に自らの名を明示したものは僅かに3

編，しかも，よりによってその3編は一当時の正統的文学基準にむしろ近いのだが

一彼の作品中でも余り広くは読まれぬ目立たぬものだった。『阿呆物語』をはじめ

とする他の作品には次に掲げるような種凌の変名Pseudonymを用いて彼は素顔を隠

しとおしたのである。

Psイ　Samuel　Greifnsoll　von　Hirschfeld

　口　German　Schleifheim　von　Sulsfolt

　ハ　Philarchus　Grossus　von　Trommenheim

（SGH）

（GSS）

（PGT）
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Dietwald　und　Amelinde

Ratio　Status
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Keuscher　Joseph　samt　hlusai

Beemhauter

Gaucke1－Tasche

Springinsfel（1

Ewig－wahren（ier　Calender

Verkehrte　Welt

Voge1－Nest　Teil　I

Rathst貢bel　Plutonis

Proximus　und　Lympida

Stoltzer　Melcher

Bart－Krieg

Teutscher　Michel

Galgen－Mannlein

Vogel－Nest　Teil　II

（MRS）

（MSF）

（ESG）

（IFH）

（SLH）

（SM）

（au）

（SGH）

（SGH）

（GSS）

（GSS）

（本名）

（本名）

（PGT）

（SGH）

（PGT）

（SLH）

（MRS）

（ESG）

（本名）

（SM）

（IFH）

（au）

Ps表を一瞥して気付かれるのは，チ以外は綴字の畏さがほぼ一定している事であり，

それがヌの文字列にも当てはまる事である。この一見奇妙な文字の羅列を変換すると
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Ps表に示された個々の変名が構成される，即ちそれがアナグラムの組成要素である

事に気付く迄の道のりは，このように大観すればそれほど遠いものではない。作者が

正体を匿すにアナグラムの技法を用いている事は，次のような趣旨の，『阿呆物語』

蹟文に暗示されている……本書ハκ郷6伽∫05吻ん及ビ5吻腐6伽P囎耀窺ヲ著

セシSamuel　Gτeifnson　von　Hirschfeldガ述作ナリ。如何ナル理由アリテ氏ガソノ

名ノ綴字ヲ置キ換へ組ミ換ヘシテGennan　Schleifheim　von　Sulsfortト名乗シヤ，

余ハ之ヲ詳カニセズ蓉々。H．1．C．V．G．……

　コ・ンブスの卵ではないが，答を知った者には事は結構単純であるように思える。

だが暗示は同時に鯛晦の一面ももっている。Ps・がPsイのアナグラムであるとい

う一部の秘密を明かすことによって，更にその奥にある秘密，本名の追求を封じてい

るともいえるからである。rH・L　C・V・G」という署名からは，rうまく隠れおおせ

たかナ」と後ろを向いて舌を出している，或いはrここまでおいで」といたずらっぽ

く笑っている，上機嫌なバ・シク作家の声が聴こえてくるようではないか。実際この

策略はまんまと成功し・1713年を最後にr愚氏作品集」の出版も途絶えてしまうと，

謎解きの手掛りはほとんど失われ，作者の姿は忘却の闇にふっつりと消えてしまった。

慧眼のレッシングにして，∫δoh粥oゐθ30吻h7！8％」8短々o犯を批判的に補筆する試みに

際し，『阿呆物語』等の著者としてHirschfeldをあげたのは，上の蹟文をそのまま受
　　　　　　　の
けたのであろうし，1836年に・マン主義的歴史回顧の流れの中で『阿呆物語』を再刊

しその後のグリンメルスハウゼン』ルネサンスの口火をきったE　von　BUlowは，

作者の真の名も知らぬディレッタンティズムの誹を甘受せねばならなかった。多様な

変名の字謎を解読し，rH・L　C・V、G」がRans　Jacob　Christo仔el　von　Grimmels－

hausenの頭文字である事をr発見」し決定的に公のものとしたのは，Theodor　Ech－

termeyer（1838）とWilh・ArthurPassow（1843）である。当人の主張によれば殆

ど同時に気付いたにも拘らず発表において遅れをとった後者は，改めてレンヒェンに

残る記録を調査してグリンメルスハウぜンの歴史的実在性を確認し，19世紀の実証

的研究の軌道を敷く。それに対しエヒターマイヤーの功績は，グリンメルスハウゼン

の作品群を全体的に捉え，その相互連関と成立順序を大筋において押えたことにある。

折角「H・1・C　V・G・」について正解を得ながら，それをしもPseudonymであると

してアナグラムの迷路の中で堂汝廻りに陥ったJ．L　Kleeの失敗を，エヒターマイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　のヤーは総合的視野ゆえに避けえたのであった。

　このアナグラム解読にとって重要な手掛りを与えたと推定されるのは，グリンメル

スハウゼンが本名を明示している3点の作品のうちのひとつ，『ディートヴァルトと
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アメリンデ』である。1670年刊行のこの作品は，作者が年来春顧を蒙ってきたSchau－

enburg家の人に献げられているが，献呈という事情と，どちらかといえば所謂r高

い」ロマンの系統に属する作品の性格が，本名の顕示を促したのであろうか。注目さ

れ’るのは，献辞の次に掲げられているrソネット」と巻末のr頒詞」である。SYLV－

ANDERなる虚構の人物（？）に帰せられるこのソネソトは，戯れの口調を装いなが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジ　ソ　ブ　　リ
ら，『ディートヴァルトとアメリンデ』の作者グリンメルスハウゼンこそ，『阿呆物語』

や『クラージュ』，更には『ヨーゼフ』や『ピルグラム』を書いたr変幻自在の」作

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かみ者であることを明かしている。サマにはならぬが，その大意を示しておこう：その昔

のプ・テウスに倣いて，グリンメノレスハウぜンよ，きみがいかに変身に努めても7き

　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　ゼフ ピルグラムみの筆先，きみの手練こそは隠せぬ証拠，聖なる史話，奇態な世情，ジンプリチシム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おなご　　おのこス，とっつあん，か一ちゃん，クラージュ婆あ7女子に男子，干業に平和，百姓兵隊，

お国の大事と恋と英雄，筆先に選ぶが何であろうとも，苦心はひとえに愉快にして役

に立ち徳の教化に尽さむ所存，まさにそればかりはまぎれもなければ……

　同じく虚構の人物と思われるUrban　von　Wumlsknick　au丘Stumdor丘が寄せ

た体裁の64行の長詩型r頚詞」は一層大胆で詳細である。まずrお世辞ではない」

と断わりながらヌケヌケとr不死」と讃えたあと……最近ある席で貴殿の御作が話題

になった，或る人の言うには，ジンプリチウスの作者こそ賢い男。r彼こそまさに在

るがままに世の中を描き，真実をそれとなく笑いと共に教えてくれる」と評判する。

　　　　　　　　　　　　　モ　ヲ　リ　アひとしきりジンプリチシムスの教育性が数えあげられるが，rただ貴い真実のため，

たとえ利益は薄くとも」という，弁護と挑発のニュアンスが微妙にまじる一句もある。

そして最後は，『ディートヴァノレト』と相前後して刊行される『クラージュ』，『シュ

プリング・インス・フェルト』『ヵレンダー』の予告と結びの賀辞。

　このrソネット」とr碩詞」には，献辞や頒詩の流行に対する文学的パ・ディの意

味あいもあると思われるが，喩えれば戯作文学作者にも似た，グリンメルスハウゼン

の心意気が感じられるといっても過言ではあるまい。『阿呆物語』は予想外の成功を

収めたが，当時の所謂r低いロマン」である事にはかわりない。その同じ作家がこの

作ではr高い」ロマンの領域に挑戦していることを明らかにし，しかもr真実」とい

う観点一誤解を恐れ’ずにいえばリアリズムーから前者をむしろ重視している，こ

れは当時にあっては異端者的自負であるといえるかもしれない。

　SYLVANDERとWurmsknickというPseudonymの秘密は今日に至るまで未解

決である。或いはそれが作者自身であるにしても，或いはその意を十分体した他者で

あるにしても，変幻自在のプ・テウスの末窩の隠れん坊遊びはまだ続いているのであ
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る。たとえそれが，あまりに巧妙に隠れすぎたため皆に置きざりにされたものであろ

うとも。

2。『阿呆物語』とr十部作」の構想

　一般にグリンメルスハウゼンの作品は，『阿呆物語』の系列とそれ以外のものとに

大別されるが，前者の中でも『クラージュ』（op，7），『シュプリング・インス・フェ

ルト』（op，10，以下『シュプリ』と略す）及ぴ『フォーゲルネスト』　（op．13，以

下『ネスト』と略す）の3作は，『阿呆物語』と共に別格の位置を占めているように

思われる。というのは少くとも最晩年の作者自身が，これら4作を一連のチクルスを

なす統一的作品群とみなすよう要請しているからである。彼最後の作品と推定される

『ネスト』第2部の序言に証言させれば，　r……これはジンプリチシムス冒険一代記

（正編5巻，続編1巻一筆者注）が第10の巻ともいえるのでござります。クラージ

ュ即ち第7の巻，シュプリングインスフェルト第8の巻，フォーゲルネスト第1部を

もって第9の巻といたすわけで，と申すのも，これらは互いに相連なり，ジンプリチ

ウスにせよ，上記諸巻のいずれにせよ，かかる連関ぬきの単独では十分な理解は適わ

ぬ相談でございましょうゆえに。」

　ところが先にr少くとも最晩年の」と書いたように，作者のこの言明にも拘らず，

連作の構想が最初から明確に意識されていたとは俄には信じがたいのである。その論

拠を次にあげよう。

　まず『ネスト』，特にその第2部は，その趣向において，登揚人物の相関関係にお

いて，他の3作とは些か異質である。『クラージュ』と『シュプリ』は『阿呆物語』

全6巻のいわば補巻的意味をもち，その主人公がそれぞれ『阿呆物語』第5巻およぴ

第2，3巻に登揚して行動軌跡を交叉させている。これに対し『ネスト』に関する伏

線は『阿呆物語』の中に全く引かれていない。ジンプリとは直接関係のない，一種の

隠れ簑Vogelnestのモティーフをまって初めて，『ネスト』第1部と『シュプリ』後

半部との絆が生じ，潮って『阿呆物語』と，また下って『ネスト』第2部と尻取話的

に接続することとなる。換言すれば，『シュプリ』を媒介として十部作が連結すると

はいえ，『ネスト』も特にその第2部は，ジンプリとシュプリの名を織り込んだ小唄

（12章）と上記序文を別とすれば，その結構に於て『阿呆物語』から殆ど独立した作

品といってもよく，三十年戦争期を主舞台とするジンプリ等に対し主人公は略一世代

近く後の時代に属すると比定できよう。もっとも『ネスト』第1部はその点『阿呆物
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語』と一見直接的結縁を有している。第2部および『阿呆物語』等3書とも異なり，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドウオデツ『ネスト』第1部の初版は章分けをせず切れ目なしに12折版200頁余の物語が続くが，

中央部にただ一箇所いわば囲い地とでも呼ぶべき段落仕切りの地の文，一人称の語り

手と作者自身がオーバーラップした傍白の一節がある。“Der　Wahn　betreUgt7一とい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
うジンプリのrシンボル」一モットーというべきか一がやや唐突に想起され，ジ

ンプリとその息子の登揚がこの傍白に於て予告される。物語の筋道はこの傍白的予告

のあと案外な紆余を経やがてr黒馬亭」のエピソードに至るが，僧院や宮廷の嫉妬や

小心に対する諏刺，Zum　schwarzen　RoBとZum　Rappenの取り違えといった言葉

の遊びを含みながら，r黒馬亭」のエピソードは，息子の災厄を占星術で予見した老

ジンプリが其の日その揚で落合う筈の、良、子を待つ間に，偶々亭主が読み較べていた

　　　　　　　　　　　　　　の
『ヨーぜフ物語』と『アセナート物語』に目をとどめ舌鉾鋭く後者の作者を論駁する

という趣向である。このようにして『ネスト』第1部は確かにジンプリと直接関係す

る事にはなるのだが，問題はこのエピソードに，ツェーゼンとグリンメルスハウゼン

の鞘当てもさる事ながら，ストーリーの要請よりもむしろ，rネスト』を強いて『阿

呆物語』と結びつけようとする作者の意志と，『ヨーゼフ』に愛着をもつ作者の息づか

いが，あらわに感じられることである。誤解のないように付け加えれ．ぱ“abenteuer－

lich”な・マンに於ては，典型的近代小説のように，事件が必然的に進行するという

保証も原則もないといえよう。思いもよらぬ人物が突如ひょっこり登揚しても，その

事自体は特に異とするに当たらないのである。このエピソードの揚合はむしろ，ジン

プリの登場がいかにも懇ろに予告されている点が，かえって殊更な印象を与えるので

ある。

　次に上記揚面における老ジンプリの登揚それ自体についても，十部作として厳密に

検討すると，筋の上で飛躍と破綻がある。それは『シュプリ』において既に指摘しう

るもので，その淵源は『阿呆物語』の第6巻である『続編Continuatig』（op，3の2）

との関係に発している。『続編』によればr40歳を越えた」ジンプリ（VI／20）は，

南海の孤島にr15年以上」（VI／25）否応なしの隠棲生活を営み，シュ・の葉に代用

インクで告解代りの自伝を書き単純で敬塵な余生をおくる事となる。ところが『シュ

プリ』第2章ではr50歳位」のジンプリが70歳位の旧友シュプリとシュヴァルツヴ

ァルトで再会する。つまりジンプリはいつの間にやら故国へ戻っているわけで，『ネ

スト』もそれを継承している事になるが，一体どういう次第で，終生の地と定めたは

ずの理想的隠棲地をまたぞろ抜け出し大洋を渡って御帰郷遊ばしたのか，十部作だけ

　　　　　　　　　　　　　　　アロベソトイエルリヒ
では説明がつかないのである。いくら奇想天外といっても一言あるべきところで，
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この飛躍の溝を埋めるものは十部作外の『奇談暦E％伊oρ燃ohβ〆躍襯4878θ50h鋤’餓

C嬬嘱θ7』（op・4）に付けられたr後日諦」に待たなけれぱならない。これはr帰っ

てきたジンプリ」が当時農民にとって最大の必需品であったカレンダーの出版を企画

し掲載付録読物としてジンプリのr後日言輩」を書くという趣向であるが，その1671

年度用一即ち1670年に書かれた事になる一に，蛮人に襲われ虜となったジンプ

リがポルトガル船に救助されヨーロッパに戻る顛末が，いともそそくさと物語られて

いる。そこで改めて注目されるのは，その前年度用カレンダーに既にrフェニック

ス」ジンプリが紹介されr僻境に凡そ10年……」とある事だ。これが絶海の孤島生

活を意味する事は翌年分との関わりから明らかで，してみると『阿呆物語』第6巻と

『奇談暦』中の記載とでは，ジンプリの孤島滞在に関して少くとも5年の食い違いが

あることになる。しかも，もしジンプリの孤島生活がr40歳」を越えた頃に始まり，

シュプリとの再会がr50歳」頃とすれば，破綻を避ける為には『阿呆物語』第6巻

より『奇談暦』の方をとらねばならない。十部作という観点も含めて両者の比重から

みれば，これはいかにも奇妙な事である。

　これを要するに，グリンメルスハウぜンが『阿呆物語』正編5巻に続いて第6巻続

編を発表した時点では，はっきりした連作構想は固まっていなかった，という事がで

きるのではあるまいか。『続編』はそもそも内在的理由よりも出版社の希望等に従っ

て『阿呆物語』第6巻として公表された可能性があると指摘されているが，仮にそう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カレンダ　であれば，これを我々の推定の間接証拠に数える事もできよう。『奇談暦』のr後日

言動におけるジンプリの俗界帰還が，『阿呆物語』第6巻続編と同じ1669年中に上梓

された筈の1670年度版ではなく，更に1年後の，即ち『クラージュ』や『シュプリ』

刊行年である1670年発表の71年度版において初めて朋確にされるのも，軌道修正を

あまり目立たぬものとする為作者が必要とした時間を物語るとも考えられるのである。

この軌道修正の時期を特定する事はむずかしいが，腹案が成ったのは大体1668年の

夏から翌1669年秋の問とまではいうことができよう。というのは，『続編』の蹟文に

r1668年4月22日」という日付があるゆえ早くともこれより後であり，1670年度版

カレンダーはその前年に印刷されている筈だからだ。そのr後日謬i」第1（op，4の

1）に，ジンプリのカレンダー企画が1668年6月頃始まると示唆されているが，もし

それが額面通り受けとれるならば，『続編』脱稿後ほとんど息つく間もなく次の企画

にとりつかれているわけで，自ら生み出したジンプリの人気に多少煽られ気味の作者

の身辺が窺われるといえるかもしれ’ない。
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3．Ich・Er甜hlung（一人称物語）

辻褄を間題とし矛盾を数えたてれば必ずしも十全とはいえないにしても，作者の意

に従ってこれを十部作としてとらえるとすれば，このチクルスの世界を統一する原理

は何であろうか。各編の構成や物語の展開法を分析しながら，十部作としての様式

的・主題的統一をさぐってみよう。

　ジンプリやその仲間が，ラザリーリ日，グスマンと続くピカロの系譜につながる，

とする観方は揺がぬ定説である。その形式的特性として第一にあげられるのは，一人

称物語（lch－Erねhlung）である事だが，我々のr十部作」においては確かに全編一

人称物語であるとはいえ，主人公と語り手の関係が必ずしも単一ではない箏を指摘す

る必要があろう。中でも『阿呆物語』の場合，実作者，虚構上の作者，一人称主人公

の関係は最も複雑である。自分の名も知らぬ単純な少年が，「愚かなものよ」と同情

をこめて，ジンプリチウスと呼ばれる。物語の進行に従って御丁寧にも最上級の氏

（？）Simplicius　Simplicissimusまで彼は頂戴するが，やがて秘められた彼の出自が

判明し，実は育てられたシュペッサルトの農民の子ではなく，戦渦の中ぞ妻子と生き

わかれ森の隠者一我が子と知らず彼を最初にジンプリチウスと名付けた一となっ

た貴族の忘れがたみ，そこで彼は実父と養父の名をあわせMelchior　Stemfels　von

Fuchsheim（箪SF）と名乗る。タイトル頁にはこの主人公の通称と本名と並び虚構上

の作者の名German　Schleifheim　von　Sulsfort（GSS）が掲げられ，先に引用した

蹟文が，この虚構の作者の本名はSamuel　Greifnson　von　Hirschfeld（SGH）ナリ，

と虚構の上に虚構を重ねる。しかも本文中では『ピルグラム』（op．1）や『ヨーぜフ』

（op．2）をr私の作品」として主人公が言及しているゆえ，結局のところ，Simpl・＝

MSF＝GSS＝SGHである。とすればr蹟」によって既に他，界したとされるSGHす

なわちジンプリが，先述のように『シュプリ』に於て復活するのは矢張り矛眉する事

になる。虚構も些か手が二みすぎて，背後に隠れる神ならぬ身の作者も少々混乱して

しまったのかもしれない。主人公達の口述をPhilarchus　Grossus　von　Trommenheim

（PGT）というスイス生まれのしがない筆耕生が記録した体裁をとる『クラージュ』

とrシュプリ』はこの点ずっとすっきりしている。但しrクラージュ』では語り手は

一貫して題名の主人公であり記録者は名前だけの存在といってよいが，『シュプリ』

になると，この記録者自身がストーリーに参加する。全27章中9章を占める導入部

においては，この記録者一Autorとある一自身と題名の主人公シュプリ，そのか
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つての戦友ジンプリの出遇いの一幕，『クラージュ』成立の内幕一といっても無論

虚構上の事だが一ジンプリの息子や養父母の事などが，記録者の視点から語られる

のである。第10章に至ってはじめて，多年の兵隊稼業の揚句にすっかり落ちぶれ破

で古稀で女嫌いになったシュプリが，その波瀾万丈の人生を，夜も白々と明ける頃ま

で夜っぴいて語る。そして一同が安らかに眠りにつく第27章の末尾を，記録の謝礼

は6ターラー云々の後書きが結んでいる。つまり『シュプリ』は一種の枠物語であり，

一人称の内実が途中で変換するのである。しかも主人公のやや型にはまったピカロ的

一代記の部分より，導入部のユーモアある筆致にこそ作者の本領がより発揮されてい

るとも思えるのだが，いずれにせよ作者は，この導入部と第23章以下の西洋版隠れ

笈フォーゲルネストのモティーフによって，『阿呆物語』から『ネスト』に至る十部

作の渡りをつけたのである。というのはシュプリは曾て一時期クラージュの亭主役を

　　　　　　　　　　　フオ　ゲルネスト務めたが，持主の姿を隠すr不思議な鳥の巣」を悪用して世間を騒がせ遂には浅まし

い最期をとげる鳥追ミランダもまたシュプリの女房，そして『ネスト』第1部の主人

公はこの悪女討伐に派遣された兵士であり，そこで思いもよらずr隠れ簑」を手にし

た為に世間の裏表をまざまざと見聞する事になるという趣向であるからだ。この兵士

の名がミヒァエル，そして作者の名はMichael　Rechulin　von　Sehmsdor督（MRS）と

タイトル頁にある，つまり主人公と作者が同一人であるという虚構が『第1部』では

ほぼ完全に守られ，僅かにストーリー終了後それとなく実作者の存在が暗示されるに

すぎない。ところが『ネスト』第2部になると，一人称の主人公と物語の作者すら完

全に分離するのみならず，湖って『第1部』まで「ジンプリものの作者der　Simpli－

cianische　Autor」による事が明言され十部作構想が初めて打ち出されている。作を追

うに従って平明化する傾向を示してきた一人称物語の筆者と主人公の関係であるが，

ここに至って実作者グリンメルスハウゼンは架空の作者を設定する必要をほとんど認

めず，ただ彼の本名と仮名を解体した28のアナグラム文字素のみを呈示している。

作者の関心がこれまで読者の目をr欺く」事におかれていたとすれぱ，いまやr欺か

れている」事実を伝えることに関心の比重が移っているのであり，十部作の意味をさ

ぐる上でも興味深いのである。

4．，，Der　Wahn　betre髄gt“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イデ　　なぜなら，もしこの十部f乍を一貫して流れ’る基本的思想をグリンメルスハウゼン自
　　シソボル

身の言葉に求めれぱ，Der　Wahn　betreUgt（妄想は欺く）というモットーに表現され
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るからである。それと知らずして実の父からr己れを識り，悪しき仲間を避け，恒心

を養うべし」と教えられたジンプリは，それにも拘らず，富と栄達を追い求めて転変

するピカロ的人生が一段落するまで，rねたみ深い運命」に操られるr球」のように，

PI幣ならざることのみが常」の世の波間に浮沈し，妄想に囚れ目を欺かれている。そ

　　　　　　　しつぺいのジンプリを欺き竹箆返しを目論んだクラージュは，一面ではr食欲と嫉妬」に目が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マソ　　　　　　　マソ
暗んだr欺かれた」女であると同時に，他面では男を欺き人を欺くFrau　Weltの化

身である。「濁世の女身」は表面はあくまでも美しく背面は蛆や蛇に蝕まれ繊れると

いう中世以来のアレゴリー像であるが，クラージュ即ちFrau　Weltはr類は朋を呼

ぶGleichun（igleichgeselltsich」のモットーさながら，しきりにジンプリやシュプ

リに誘惑の手を伸ばす。そして確かに表面あくまでも美しいクラージュに暫時なが

ら籠絡されるシュプリは，更に戦争と僥倖という妄想にとらわれているのである。

「肩で風切る若ざむらい，いずれ片輪の物もらいJunge　Soldaten，alte　Bettler」と

いう標語が，三十年戦争期に輩出した彼の仲聞の運命である。『ネスト』の主人公ミ

ヒァエルもまた事によればそのような運命を辿ったかもしれぬ。だが彼は偶然手にし

　　フオ　ゲルネストたr不思議な鳥の巣」のお蔭で，シュプリとは異なる道を歩み，r欺き且つ欺かれて

いる」という意味でクラージュと一見似て非なる役割を十部作の中で演じる事となる。

根が純良なこの若者は邪心よりむしろ好奇心から姿を隠して人の目を欺きつつ，妄想

に欺かれる世俗の実相や社会の裏面を観察する。だが見るものはいないと信じて行な

われる他人の愚行や悪業を少くとも姿を隠している自分は見ているという認識，そし

て，r見ル人トテモナキユエニ」と女から道ならぬ行為を求められr天知り地知り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミヒアエルー」と相似た答をする純朴な農夫への感動がやがて彼をして，人の目には見えぬ自

分といえども遍く存在する神の目をのがれえぬ事を悟らしめ，自らもまた知らず知ら

ずのうちにr隠れ簑」の重宝に目を欺かれて正道を踏み外していた事に気付かしめる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シソボルこの『ネスト』第1部の中央部で特にジンプリの銘が想起される事は既に触れたが，

『阿呆物語』のナイチンゲールの唄に対応するように，ミヒァエノレに告解を促すもの

は澄みきったナイチンゲールの声である。妄想に欺かれる世間を欺く，と同時に自ら

は万人を欺きうるという妄想に欺かれている者，この二重の役割は『ネスト』第2部

の主人公の揚合は更に顕著である。終始無名の彼は，これまでの主人公達とは異なり，

相当に裕福な市民であり一見安定した社会的地位を保っていた。だが金銭への執着か

　　　　　　　　フオ　ゲルネストら生じた心の隙にr不思議な鳥の巣」の誘惑が入り込む。姿を隠した彼の目にまざま

ざと映り彼自身のめ摺込んでいくのは就中あざとく浅ましい色欲の迷い，あげくに信

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヴアロソ仰を冒演し大罪を犯しつつ改宗ユダヤ人美少女を我がものにと目論んだ己が妄想に自
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ら欺かれ，敵の目を欺く筈の戦場で欺く事のできぬ敵弾に倒れて，初めて彼は真率な

改俊の情にとらわれるのである。

　このように『阿呆物語』と『ネスト』を相極として『クラージュ』『シュプリ』を含

めて通覧すると，ピカロの所謂一Froschperspektive（蛙鰍的視角）からいわばVogc1－

nestperspektiv（規覗的視角）とでも呼ぶべきものへと視点の移動があるとはいえ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モノト　確かにこの十部作にはrDer　Wahn　betreUgt」という標語に象徴される主題的統一が

認められよう。それは『阿呆物語』を廻ってしばしば論じられる教養小説あるいは発

展小説（Bildungsroman　od，Entwicldungsroman）という概念を必ずしも全面的に

排除するものではないが，些か異質のものといわなければならない。教養小説が人生

の様々な階梯と局面を経て徐々に個性を開発し人格を錬磨する主人公の内面的成長発

展の道程を描こうとするものであるとすれば，r十部作」の意図と結構は明らかにそ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タフヴラ　ラサれとは一致していない・仮に『阿呆物語』のみをとり出した揚合，白　紙の状態にあ

る幼いジンプリから始まって，森の隠士の禁欲的信仰生活の教え，三十年戦争の渦中

の世俗社会におけるジンプリの諸体験，すなわち無知から道化役へ，更には有能で奇

抜な兵士，多芸なBeau　Alman，疾病，不遇と放浪，養父母との再会と出生の確認，

安定を求めた結婚とその失敗，悔悟，遁世といった冒険的一代記は，成長と修養の階

梯がある程度までは対応しており，それがまた一つのタイプとしてのジンプリが人気

を博した秘密でもあろう。だがこのr発展」は萌芽がゆっくり開花し結実する有機的

成長の過程というよりはむしろ，様々な情景を設定した絵巻物の繰り広げる過程に似

た展開というべきである。ほとんど巻頭に於てそれと知らずして実の父から叡知の教

えを受けるジンプリが，迷妄の世界を遍歴し彷裡の果てに，出発点ともいうべき父と

同一の境地に回帰するという結末も一種の巻末のトポスというべき性格があり少くと

も有機的発展の概念とは縁遠い。反面，r十部作」をキリスト教的救済1潭Hellsge－

schichteとみる見解もまた必ずしも十分な説得力をもちえない。グリンメルスハウゼ

ンの作品からは，最後の宗教戦争の時代を生きた，いかにも苦蛍人らしい非教義的思

考とリアルでややシニカルな現実観察の目が窺えるが，このような作家の資質と，広

義あるいは原初的意味でのキリスト教信仰とが弁証法的に作用して，決して単純な悟

道あるいは救済の物語を形成してはいないからである。グリンメルスハウゼンのカト

リソク改宗と作品の親カトリック的傾向を単なる保身の為とし隠れ簑である一彼が

邑長を務めるレンヒェンはシュトラースブルク司教の支配下にある一と極論する立
　　　　　　　　　　　
揚はとらないにしても，シュヴァルツヴァルトの隠者となったジンプリの俗世への関

心にしろ，孤島における理想的隠士生活から結局ジンプリが帰国還俗する気安い段取
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りにせよ，教権的解釈に矛盾する面が余りに多いのである。十部作中でも比較的救済

諌の要素が強い『ネスト』においても，例えば第1部に，rAveMaria（ヵトリック），

Vater　Unser（ルター派），Unser　Vater（カルヴァン派）」さえ聞き分ければ商売問

違えなし，などという皮肉な乞食商売の教訓があり，’ 語も終り近く，改俊の情に駆

られて折角牧師館に急いでも牧師は宴会の為不在，といったエピソードが嵌め込まれ

ている。蕩児の帰還ともいうべき第2部の結びの章に於てすら，異教徒の改宗を云々

するならキリスト教徒がまず内部分裂を解決するのが先決，さもなければ新旧いずれ

を選ぶにしても迷惑千万，という痛烈なユダヤ人の皮肉がある。些か“theologisch”

ならざるこの種のエピソードに加え，第1部の後書きに於て作者は，読者が物語に含

まれる教訓に気付かなくとも，少くともrアマディス」を読む程度の，望むらくはそ

れ以上の佳きひとときをこれによって過ごせればまずまず結構，といった趣旨の，や

や開き直った発言もしている。十部作を単純に悟道ないし救済物語の集積とするわけ

にはいかぬ所以である。

5．Sati！i8cher　Stn

　主題的統一に加えて様式的統一が存在するであろうか。『阿呆物語』の有為転変が

象徴的な星辰秩序に準拠して配列されているというヴァイト説は既に定着した観があ

るが，十部作としてこれをみたらどうか，残念ながら現在の所それを検討する余裕が

ない。しかし『阿呆物語』正編5巻が第3巻を中心にほぼ対称構造をもち，且つ各巻

のほぼ中央部に物語の転回点があるという特徴は，他の諸巻にも適合する。27章か

ら成る『阿呆物語』続編では第14章に於てジンプリが隠遁地から聖地巡礼に出立す

るし，28章の『クラージュ』では第14章に早くも6人の夫と死別した弁天クラージ

ュと純情な一兵卒シュプリとの出遇いがあり将校夫人の身分を諦めた彼女が酒保を開

いて商売に精出し始める。27章の『シュプリ』では第14章にクラージュとの出遇い

及び不運の始まりとしてのリュッツェンの戦いが配されている。『ネスト』第1部の

中央部については既に触れたが，27章から成る『ネスト』第2部では第14章及び15

章に於て主人公が信仰を利用し肉欲を満たす大罪を犯すと同時に初めて強い呵責の念

を感じている。このように話の山が丁度中間部に置かれる構造は歴然としてはいるが，

それは作者が無計画なrおしゃべり屋」ではない事を証明するものではあっても，決

してそれ以上の意味はないといえるかもしれない。

　これに対し，「作者はこの厳粛な事柄においても，いつもの戯れのスタイルを用い，
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ジンプリチシムスー代記において為せるが如く笑止にたえぬ多くの茶番を……」とい

う『ネスト』第2部の序文はまさしく本質的なものを開示しているといえよう。彼の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モラリア言う，たとえば読者がr17人」居たとして殆ど誰一人として話の教訓に気づかずr唯

唯面白がって読む」可能性をもつスタイルとは即ち当代のSatirischer　Stil一戯謁

態とでもいおうか一であり，「神学的文体der　theologische　Stylus」と対極をなす

ものである。語源的にもr混ぜもの」という意味をもつ謁刺の文学は一般に，文学ジ

ヤンルそれ自体をも含め凡そあらゆるものを対象と為しうるゆえに，特定の様式をも

たない事をむしろ特徴としている。加うるにグリンメルスハウゼンはrザティーリッ

シュ」という言葉にrlustig辛気臭くない」rwahrha丘tig観念的ではない」という

意味あいをこめている。その揚合念頭に置かれているのは所謂Idealromanであるか

ら，rwahrh誼tig」という形容はr空想の産物ではない現実の」，即ち一定の留保を
　　　　　リアリステイソク
置いた上でr写実的な」乃至r現実暴露的な」という言葉に置き換えることができよ

う。たとえばジンプリやクラージュは騎士道・マンや牧歌・マンお定まりの，r実は」

貴族の忘れがたみ，というパターンを一見踏襲する。ところがこの貴誕伝説的出自は

Idealromanとちがって筋の進展にほとんど無関係なのである。そればかりか，兵士

としてのジンプリは神出鬼没の大活躍をしても平民扱いのため将校になり損ね，時に

はしがない鉄砲足軽なみに扱われもするから，立派な身分が証明された暁にはさぞや，

と思いきや・改めて栄達を求めるどころか，r元々農民の子として育ったのだから」

と一見純朴な村娘とアソサリ結婚し土着化する。しかもこの堅実素朴な筈の百姓女が

亭主の富や身分を鼻にかけとんでもない自堕落女に変身するというおまけがついてい

る。無常なる現世をr永遠の相の下」に眺めれば淘に無意味な身分差別とそれに拘泥

する社会を対象としたやんわりした颯刺であり，同時に観念的恋愛小説のパ・ディで

あるといえよう。これと関連して想い出されるのは同じく『阿呆物語』における（HI
　　　　　　ヒストリ　
ノ18），r正当な史話から恋愛の書へ，真実の話（wahrhaHte　Geschichten）から英雄文

学（Heldengedichten）へ私をひき寄せた」云々という『アルカディア』に関する言

及である。これまで色事と無縁であったジンプリはこれ以来急激に軟弱化するという

筋書きにも調刺的要素がみられるが，広義の所謂r高い」ロマンの系譜がr真実でな

い」物語としてとらえられている事が特に注目されるのである。同じく第4巻10章

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒスレリ　にはr私は美徳と同様に不道徳をも隠すまい。私の物語を完全なものとするばかり

でなく……」という言葉がみられるが，三十年戦争の惨禍をリアルに描いた揚面とし

てしばしば引合いに出される第1巻第4章の導入的作者傍白一平和を愛する読者に

は申しわけないが，いかなる非道がこのドイツの戦争において行なわれたか，子々孫
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　　　　　　　　ヒストリ　孫に伝えることを，物語の成行が要請する云々一にも，ヒストリーという一語に

歴史と物語の概念が未分化のまま共存する好例がみられるのである。換言すれば，騎

士道物語に代表される絵空事の世界ではなく，r真実」をrありのままに」書くとい

う意識と自負がグリンメノレスハウゼンにはある。これは確かにリアリズムの精神につ

ながるものであり，彼の作品を高みに漂う昼気楼の世界ではなく17世紀ドイツとい

う現実の土壌に根づかせているものである。

　だが我々は又，r真実」を標梼する彼の姿勢を過度に現代にひきつけて解釈する事

を戒めねばならない。こ’の時代の慣いとして，糞尿謬的茶番はもとより，相当に野卑

な噴飯物のエピソードがr話をおもしろくする為」に織り込まれているが・r真実を・

　　　　　　　　　　　　　　　　　アリノ等イ　　　　　　　　（9）
ありのままに」書くという言葉はその為の無罪証明にされることもあるからだ。たと

えば，売り物にする自家製チーズに些か下品な加工（？）をする百姓女の一件が『ネス

ト』第1部で語られるが，その後にこの種の弁解めいた傍白がある。物語作者として

のグリンメルスハウゼンの力量は，民衆の体臭を感じさせるような野卑で暴露的なモ

ティーフに関してrありのまま」を標榜する一方で，たとえばジンプリが魔女の集会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムにまぎれこむ話や（n／7），「無常転変B＆1danders」のアレゴリー（VI／9），或いは湖

ソメルゼロ
底世界探訪や隠れ簑のように，生真面目な写実主義の立揚からは到底認める事のでき

ないモティーフやエピソードを，時にはアイロニーをまじえながら平然と物語にとり

人れ筋の進展に寄与させるところにむしろ求められよう。この種の奇想天外なエピソ

ードの中でも最大のものは『続編』の奮移と吝畜の寓意物語であるが，その導入にあ

たる傍白は一寸人を食ったようなところすらある。物語トイウモノハクドクドト長タ

ラシク書クモノデハ御座ラヌガ，コレヨリオ話シ致スハ夢アルイハ幻想デゴザルユエ7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドイツイト細カク順ヲ逐ッテ……といった態のものである。道義地に廃れた当代の国情を憤

慨し彷復する狂人rユピテル」の寓意的エピソードとなると，写実的傾向と幻想の許

容とが実に界を接し混然としている。地上の不和と不可分に関係するrユピテルと天
　　　　　　　　　　　　　　むラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンユベクタドクル
上の神汝」という古典的発想は，rネスト』第2部においても魔術的幻像として再現

するが，特に『阿呆物語』第3巻に登揚する狂人ユピテルは，ジンプリ及ぴその周囲
　コンステラチオ　ソ
の状　　況がその時いかにもabenteuerlichであるだけに，r真実を語る道化」のリ

アリティをもち印象深い。

6．Chri8tian　Wei8eとGrimmel8hau8en

先に引用した『ネスト』第2部の序文には，大意以下のような文が更に続き，文学
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史家の興味をひきつける：戯れ・のスタイル（1ustiger　Sty1）で書かれ’ていても，具眼

の読者は核心を見出す事だろう。苦い薬には口直しを添えるもの，作者はそれに倣っ

たのにすぎない。ところが頓珍漢は居るもので，甘味は有害などと勘違いしてくれる。

もっとも中には，手前の作以外はなんでもr無駄なおしゃべりSalbaderey」とけな
　　　　　オヤ　カ　マ
す響陶しい調諌屋氏も居て（Satumisten　und　Maulhencholischen　K6pffe）……

　この最後の一節は明らかにChristian　Weiseを意識し椰楡しているのだが，それ

はヴァイゼが『天下の三馬鹿』にr血のめぐりが悪いおしゃべり（ledemer　Salbader）」

とジンプリをやっつけたようにとれる序文を書き，『天下の三賢』でもジンプリを茶

化したような一章があるからである。これに対するグリンメルスハウゼンの反応はま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ずTθ％≠ε6h即ハ4¢ohθ」（op・18）にあらわれるが，それについては既に別稿でふれたの

で重複を避け，ここでは颯刺に関する両者の姿勢の一致点と相異点を簡単に指摘する

に二とどめよう。

　第一に謁刺譜誰文学のもつ教訓的要素（nUtzlich）と娯楽的要素（lustig）を，苦い

薬を甘くまぶして飲み易く，と喩える点二人に差異はない。もっともグリンメルスハ

ウゼンの揚合『阿呆物語』続編に於て既に不思議な果実の比喩があり，薬（Arznei，

Pillun）と甘味（Zucker）を果心と果肉（Kem　und　HUlse）に置き換えることもで

きるが，r笑いながら正す」主旨には変りがない。第二に『アマディス』の系譜につ

ながる所謂Idealroman（観念的・マン）とそれ’を支える美意識や価値観に対する批

判的態度も共通している。第三に，とりわけ同年に刊行されたrネスト』第1部と

『三馬鹿』とは，一人称の主人公とグループ的主人公群のちがいやr薩一鴛ネ襲」のモ

ティーフと旅のモティーフの違いはあっても，共に各地を遍歴する間に人間の愚かさ

や罪深さを観察するという趣向において一致し，当然の事ながら対象や批判において

共通するものを有している。余談ながら，現代におけるグリンメルスハウゼン研究の

泰斗G・ヴァイト氏は，微妙な言い回しながら，『ネスト』第1部が『三馬鹿』に影
　　　　　　　　　　　　　ラ
響を与えたと暗示しているが，これはやや贔屓目の僻目であろう。何故なら『ネス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほの　　　　　　　　　　メ　ツ　セ
ト』第1部が1672年の末に出版され’たのに対し，『三馬鹿』はr書籍市に間にあうよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　ノ　ン　セ
う印刷された」という『三賢』の序文によって，たとえこの書籍市が秋のそれであっ

ても，『ネスト』よりむしろ先に出版されたと推定されるからである。

　さて，別稿にふれた国語論も含めて，上のような基本的一致があるにも拘らず，少

くともヴァイゼは殊更グリンメルスハウゼンに対し距離を置こうとしているように思

われる。信教上の問題や，新進作家（？）が既に名を成した大家（？）に対して抱く

対抗心一言う迄もなく二人は面識はおろか互いの本名も知らない一といった個人
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的感情はさておき，矢張りそこには，三十年戦争という激動の真唯中を生きぬいたラ

イン文化圏の一邑長と，復興の時代に活動を始めたエルベ文化圏の教育者とのr趣

昧」の違いが作用しているのであろうか。ヴァイゼは笑いの洗練と教育効果を強く意

識し，民衆的・土俗的譜誰の伝統を，全面的ではないにしてもSauposse（野卑な茶

番）として拒ける傾向を示すが，グリンメルスハウゼンはこの意味では遙かに民豪文

化に忠実であり，物語の土壌を肥沃ならしめる為には敢えて卑俗な施肥も恐れぬ事は

先に述べた如くである。

　もっともこのような趣味の相異というものは，三百年という時間を隔ててしまえば，

言うに足りるほどのものではないかもしれない。況や言語と文化の伝統を異にし，啓

蒙主義とフランス革命の洗礼を受けた後の西欧文化を受容している者が，たとえば西

鶴や一九に対しても感ぜざるをえぬ異和感を忘れて，r今日的感覚」をもってこれを

観れ’ば，グリンメルスハウゼンにせよ，ヴァイぜにせよ，何とも滑稽な一面を有する事

は否定しがたい。しかも，ヴァイゼは既に此岸志向の文学とされ，グリンメルスハウ

ゼンは未だ彼岸志向であるとされるにも拘らず，より新しく洗練され常識的で現実的

である筈のヴァイゼのrポリーティッシュ」な・マンの方が誠刺座標のスケールが小

さく文学的追体験より文学史的，文化史的興味をより多く感じさせるのに対しr真実

をありのままに」と標榜する一方で，狂人ユピテルの幻想やムンメル湖の水人世界の

ようにファンタジーそのものに遊ぶモティーフに富むグリンメルスハウゼンのsati－

rischer　Stilは今日もなお奇妙な生命力をもっている。否，ファンタジーの世界に遊

ぶのは個々のモティーフばかりではなく，既にジンプリチウスの存在そのものこそ秀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フアソタステイツシユ
れてファンタスティッシュであってみれ’ば，ジンプリの物語はまさにr想像的存

　　　　　　　　　　　　　　の在において世界が映し出される，」という基本的意味でロマンそのものである。非写

実的rイデアール・ロマン」を横目でにらみながら，r妄想」を戒めr真実」を旗印に

するグリンメルスハウゼン自身は，ファンタジーという言葉をむしろ否定的に使用し，

ファンタストという派生語に至っては彼にせよ，ヴァイゼやJ・ベーアの場合にせ

よr現実離れの馬鹿者」という程の意味で当時多用され，ていたのであるが，グリンメ

ルスハウゼンのロマンの真価が，豊かな体験や現実的・批判的精神ばかりでなく，た

　　　　フアソタジロ　くましい想像力とそれらとの弁証法的合一にこそ求められるべきであるとすれば・や

がて18世紀に至って遙かに積極的意義を付与される事になるPhantasieという概念

は，皮肉な文学史的役割を当時演じたものである。洵にr無常ならぬは無常のみ」で

　あるカ、もしれ，ぬ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1978。10）
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注

　1・JohannJakobchristophとも。Renchencr　Kirchclll）uchの1676年8月17日の項に

　は，JoannesChristophorusとあるという。

　2・この名を継承する”Gastst註tte“は今日もObgrldrch－Ga1sbachに存在する。所有者Frau

　Maria　Scllcrは此地に足をとどめる諸国の”Grimmelshausen－Freunde“にやんわりと記帳

　を求め，Renchta1のワインは舌にまろやかである。

3・Renchenの”praeceptor“（SchultheiB）としての晩年についてはHermannStrelch：

　Grimmelshausens　Renchcner　Schulthci6en－Zeit（参考文献3－3所収）。因にレンヒェンの

　人口は，1618年度180人，1666年度約700人，また1648年の時点では僅かに18家族を数

　えたという。

4．Gotthold　Ephralm　Lessing：Werke　m25Tejlon．hg．v．Fr．Budda，Hildesheim　u．

　Ncw　York1970（Reprographischer　Nach〔1ruck），Teil8，S，196，

　レッシングがビカ・小説にも一見識を有していた事はGuBmann　vQn　Alfarache論（Tei19，

　S・108仔及びS・190f）からも窺われる。

5．Weydt：Der　Simplicissimusdichter　ulld　Scill　Werk（S・1狂）他参照。

6・このrシンボル」は所謂rバ・ック版阿呆物語』の挿絵に初出するものである。この種の

　Devise，モットーあるいは座右銘は当時の流行であった。

乙Philipp　von　Zesen＝Assenat1670（DN，1967）

8・VgL”DerVerfasserdesSimplw乱rkeinSimpl一‘・In＝FrankfurterAllgemeineZcitung、
　12．　10．　1978

9。vgL　Herzo9：Der　dcutschc　Roman　des17．Jahrhunderts，S，71

10・やや意外な事であるが，グリンメルスハウゼンはホメロスを一応r意識」しているようだ。

　トロイ戦争やアキレスの言及，Zoilus　un（l　Moscusの名などにそれが表われている。

H・拙稿：クリスチァン・ヴァイゼのrポリーティッシュ」な小説に関する覚書。（『一橋論

　叢』第79巻第2号）

12。weydt’Hans　Jacob　Christo丘el　von　Grimmclshauscl1，S．79

13・テキスト1－1－5，S．IX

14。Die　Drey　kluegsten　Leutc　in　der　gantzcn　Wclt．Leipzig，Anno　M　DC　LXXXII，

　S．2（初版は1675年刊）

15・Heselhaus，Clemens：Grimmelshausen．Dcr　abentcuerliche　S五mpliciss正mus．Inl　Dcr

deutsche　Roman　L　hrsg，v，Benno　voll　Wicse，DUsseldorf1963，S．15

本稿執筆にあたり利用したテキスト及び特に頻繁に参照した研究書は次の通りであ

る。なお，20頁のop（作品）表は必ずしも最終的なものとはいえない。

1－1GτimmelshausenGesammclteWerkeinEinzclausgaben，hrsg，v・nR・1fTar。t，Tu．

　bingen（Max　Niemeyer）1966狂．
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1－1－1　Der　Abentheuerliche　Simplicissimus　Teutsch

1－1－2　Lebensbeschreibung　der　Ertzbetr廿gerin　und　Lan（1st6rtzerin　Courasche

1－1－3　Der　seltzame　Springinsfc1（1

1－1－4　Das　wunderbarliche　Vogelnest

1－1－5　Dietwalts　un（i　Amelinden　anmuthige　Lieb－un（l　Lelds－Beschreibung

1－2　Grimmelshausens　Werke　in　vier　Banden，hrsg、von　den　Nationalen　Forschungs－un（1

　　Gedenkstatten　der　klassischen　Deutschen　Literatur　in　Weimar，Berlm　und　Weimar

　　（Aufbau）1972，3，Aun．

2－1－1J・hannJak・bchrist・鉦elv・nGnmmelshausenlDerabenteuerlichesimplicissimus
　　mit150111ustrationen　von　Josef　Hegenbarth，wiesbaden（Fourier　u　Fertig）o，J．

2－1－2HansJak・bchrist・phv・nGrimmelshausen：Derabenteucrlichesimplicissimus

　　Teutsch，Stuttgart（Reclam）1961

2－2－1　Trutz－Simplex　oder　AusfUhrliche　und　wundcrseltzame　Lebensbeschreibung　Der

　　ErtzbetrOgerinundLandst6rtzerinC・urasche，Frankfurt（Insel）1977

2－2－2HJ．chr．v．GrimmelshausenlDieLandstreicherinC・urage・Derspringinsfeld・

　　Wiesbaden（Vollmer）o・」・

3－1hrsg．v．G．Weydt＝DerS・mplicissimusdichterundseinWerk・Darmstadt（Wissen－

　　schaftliche　Buchgesellschaft）1969

3－2weydt，G貢nther二HansJac・bchrist・丘elv・nGrimmelshausen・stuttgart（Metzler）

　　1971

3－3　Grimmelshausen　Dichter　und　SchultheiB一・・Festschrift　der　Stadt　Renchen　zur　drei－

　　hundertjahrigen　wiederkehr　des　Todestags　von　Johann　Jakob　christoph　v・Grimmels’

　　hausen　am17．August1976，Renchen1976

3－4SimpliciusSimplicissimus，GτimmelshausenundseineZeit・（WestfalischesLandes’
　　museum　fUr　Kunst　un（1Kulturgeschichte　MUnster　in　Zusammenarbeit　mit　dem　Ger－

　　manistischen　Institut　der　westfallischen　Wilhelms－Universitat，M“nster1976

3－5　Um　Renchen　und　Grimmelshausen，Renchen1Ba（1en（Grimmelshausen－Archiv）1976

3－6Behrle，R・1f：HansJak・bChrist・phv・nGrimmelshausen・B“h1Baden1971

4－1R6tzer，HansGerd；DerR・mandcsBar・ck1600－1700・漁nchen（Winkler）1972

4－2Herz・9，Urs：DerdeutscheR・mandes17・Jahrhunderts・Stuttga此ノBerlin1K61n／

　　Mainz（Kohlhammer）1976

4－3　Meid，Volker：Der　deutsche　Barockroman，Stuttgart1974


